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・現代社会が直面する様々な課題の克服に向けて、脳科学に対する社会からの期待が高まっている
（例 アルツハイマー病など認知症とされる人：約170万人、うつ病などを含む気分障害：約90万人、自殺者の数：毎年３万人以上など）

・そのため『社会に貢献する脳科学』の実現を目指し、社会への応用を見据えた脳科学研究を戦略的に推進

「脳科学研究戦略推進プログラム」 平成22年度予算額：2,390百万円
平成21年度予算額：2,300百万円

社会性障害（自閉症、統合失調症等）の解明
・診断等に資する先導的研究（社会脳）
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・診断等に資する先導的研究（社会脳）・診断等に資する先導的研究（社会脳）

うつ病や睡眠障害、認知症等の予防・
治療法に資する基礎・基盤研究（健康脳）

うつ病や睡眠障害、認知症うつ病や睡眠障害、認知症等等の予防・の予防・

治療治療法に資する基礎・基盤研究（健康脳）法に資する基礎・基盤研究（健康脳）

脳研究に役立つ実験動物の開発脳研究に役立つ実験動物の開発脳研究に役立つ実験動物の開発

脳の情報を計測し、脳機能をサポートする
ことで、身体機能を回復・補完する機械を
開発（情報脳）
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これらの研究開発を通して、精神・神経疾患の原因これらの研究開発を通して、精神・神経疾患の原因
解明や予防・治療法の開発等が可能となり、医療・解明や予防・治療法の開発等が可能となり、医療・
福祉のみならず国民の生活の質の向上に寄与福祉のみならず国民の生活の質の向上に寄与

脳科学研究戦略推進プログラム

概 要

政 策

【マニフェスト】
・大学や研究機関の教育力・研究力を世界トップレベルま
で引き上げる。
・患者の負担が重い疾病等について、支援策を拡充する。

【INDEX２００９】 ※関連部分の要旨

・基礎科学研究分野において今後もトップランナーの地位
を維持

・自殺者が11年連続で3万人を上回り、自殺問題への総合
的な対策が喫緊の課題
・難病に関する調査研究の推進
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究 －遺伝子工学を駆使し、脳科学研究を飛躍的に向上さ

せるモデル動物を世界に先駆け開発

（主査 ： 金澤 一郎 日本学術会議会長）

長期的展望に立つ脳科学研究の基本的構想及び推進方策について長期的展望に立つ脳科学研究の基本的構想及び推進方策について

（答申）（答申）

重点的に推進すべき研究領域重点的に推進すべき研究領域

①脳と①脳と社会・教育社会・教育（豊かな社会の実現に貢献する脳科学）
発達障害の予防と治療、育児・保育・教育・食育への脳科学研究の

確実な展開、脳科学と実験心理学や実験経済学・政治学との融合によ

り社会へ貢献

②脳と心身の健康②脳と心身の健康（健やかな人生を支える脳科学）
睡眠障害の予防、ストレスの適切な処理、生活習慣病等及び精神・

神経疾患の発症予防・早期診断などに資する研究

③脳と③脳と情報・産業情報・産業（安全・安心・快適に役立つ脳科学）
脳型情報処理システムや脳型コンピューターの実現、脳内情報機序

の解明を通じた技術開発により社会へ貢献

脳 科 学 委 員 会

－心身の健康を支える脳機能や健康範囲を逸脱するメカニズム解明
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脳科学研究を支える集約的・体系的な情報基盤を構築（神経情報基盤）

概要
複雑かつ多階層な脳機能を解明するために、近年のバイオ技術と情報技術の著しい進歩を最大限に取り入れた、様々なモデル動物
から発生する多種類・多階層情報を集約化・体系化した技術基盤を構築する。

背景・現状
脳は、分子・細胞・神経回路・脳・個体にわたる階層性を持ち、遺伝的要因に
加えて、環境要因や個体の行動により常に変化する大規模複雑システムである。

従来の脳科学の方法論は、特定の階層に限定して単純化されたモデルを想定し、
実験により検証するという方法が主流であった。

今後の脳科学には「脳という階層的大規模複雑システムをモデル化す
る」ための、情報基盤・新しい方法論の創出が必要である。

課題
左記のような、階層統合型の新しい脳科学研究を推進するためには、様々
なモデル動物から発生する多種類・多階層情報の集約的体系化が必須

これら集約的技術基盤の構築により推進される新しい脳科学の研究
アプローチは、疾患の予防法・機能回復支援技術・教育方法等の開
発に極めて有益であり、政策として戦略的に実施することが必要

・「脳という階層的大規模複雑システムを、ありのままに解析する」ための、技術基盤の構築が期待できる。・「脳という階層的大規模複雑システムを、ありのままに解析する」ための、技術基盤の構築が期待できる。
・これら研究からもたらされる成果は、「社会に貢献する脳科学」の実現を大いに推進することが期待される。・これら研究からもたらされる成果は、「社会に貢献する脳科学」の実現を大いに推進することが期待される。
・具体的には、「統合失調症やパーキンソン病等の病態理解と新たな治療指針の開発」や、「向精神薬・抗うつ薬の薬理機序の・具体的には、「統合失調症やパーキンソン病等の病態理解と新たな治療指針の開発」や、「向精神薬・抗うつ薬の薬理機序の
定量的な解明と、より副作用の少ない新薬の開発」定量的な解明と、より副作用の少ない新薬の開発」等等に資する情報基盤として活用され、成果の社会還元が期待できる。に資する情報基盤として活用され、成果の社会還元が期待できる。

疾患の予防法の確立

細胞・回路・認知行動レベ
ルにおける多次元・多階層
の脳システムの理解によっ
て、疾患の新たな予防法の
確立に寄与する。
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機能回復支援技術の開発

脳卒中・脳腫瘍等に起因す
る脳損傷後の機能回復にお
ける、最適なリハビリテー
ションメニューの設計等の
機能回復支援技術の開発に
寄与する。

教育やトレーニング方法の開発

発達や学習過程での脳シス
テム変化の計測・解析技術
の確立により、これらを活
用した教育やトレーニング
方法の開発に寄与する。
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様々なモデル動物の様々なモデル動物の
多種類・多階層情報多種類・多階層情報

網羅的データ収集網羅的データ収集

特定の脳機能（例えば、報酬系、視覚情報処理系等）に着目し、
様々なモデル動物の多種類・多階層の標準化された
データを、集約的・体系的に統合（情報基盤を構築）

＋
数理モデル化技術や新たな知見を

導出するためのツールを開発（技術基盤を構築）
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線虫からヒトまで、様々な動物種が有する脳の構造・機能を
進化的な観点も含めて解析する。その中には、本事業の「独
創性の高いモデル動物の開発」、「ブレイン・マシン・イン
ターフェース（ＢＭＩ）の開発」等において得られる、脳の
働きや精神神経疾患の病態の解明に資するモデル動物やヒト
の脳情報も活用。

脳は、分子・細胞・神経回路・脳・個体にいたる階層
性を持ち、遺伝的要因に加えて、環境要因等により常
に変化する大規模複雑システムであり、これらの情報
を体系的に連結。
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多種類・多階層脳情報を連結・活用する技術基盤の例：『視覚情報処理系』

本課題の例
多種類のモデル動物の、個体から脳・神経回路・細胞・分子までに至る多階層の視覚情報処理系の情報を体系的に収集し、加えて
数理モデル化技術を開発することにより、視覚機能のシミュレーションが可能となり、新たな仮説を導くことができる

視覚に関する情報視覚に関する情報

技術基盤を構築

数理モデル化技術や
新たな知見を導出す
るためのツールを開発

外界の光を、網膜の視細胞で
感知し…

視神経を通じて、大脳皮質の
視覚野に情報が伝えられ…

視覚野において、視覚情報が
神経回路で処理される。

神経回路は、神経細胞の集合
体で構成され…

情報基盤情報基盤を構築を構築

様々なモデル動物の多種類・様々なモデル動物の多種類・
多階層の標準化された多階層の標準化された

データを集約的・体系的に統合データを集約的・体系的に統合

神経細胞は、神経伝達物質で
情報を送受信している。

・様々な動物種で様々な視覚機能を構成しているが、動物・様々な動物種で様々な視覚機能を構成しているが、動物
種を超えても保存されている基本的な機能が存在する。種を超えても保存されている基本的な機能が存在する。
・その機能を見出すことが重要。・その機能を見出すことが重要。

・視覚機能全体を理解するには、各階層独立での機能や・視覚機能全体を理解するには、各階層独立での機能や
情報処理を解析したのみでは不十分。情報処理を解析したのみでは不十分。
・視覚機能を、全体システムとして捉えることが必要。・視覚機能を、全体システムとして捉えることが必要。

・複雑かつ多階層な脳機能を解明するためには、近年のバイオ技術と情報技術を取り入れ、様々なモデル動物の多種類・多階層情報・複雑かつ多階層な脳機能を解明するためには、近年のバイオ技術と情報技術を取り入れ、様々なモデル動物の多種類・多階層情報
を集約化・体系化したを集約化・体系化した『『脳をありのままに解析する脳をありのままに解析する』』ための情報・技術基盤の構築が必要。ための情報・技術基盤の構築が必要。
・この基盤を活用することにより、従来の実験的脳科学を刷新する、・この基盤を活用することにより、従来の実験的脳科学を刷新する、「新しい脳科学研究手法開発」というパラダイムシフト「新しい脳科学研究手法開発」というパラダイムシフトをもたらす。をもたらす。

集約化された情
報基盤を、技術
基盤を用いて自
由自在に操る

視覚情報処理に関する心理
実験、脳機能イメージング

多重電極、in vivo光計測によ
る神経活動記録

遺伝子改変マウスを用いた神
経回路の計測

ゼブラフィッシュ等を用いた
神経回路の計測

ショウジョウバエ行動変異体の神
経回路形成異常の解析
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